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今年の外小、こんな学校に！ 

校 長  板井 雅春 

 新緑が美しい季節になりました。新年度が始まって１ヶ月が経ちました。毎朝、交差点や学校の玄関前で、元

気に挨拶する子、笑顔で挨拶する子等、子どもたちの明るくさわやかな声で１日が始まっています。そんな子ど

もたちから、たくさんの元気と勇気をいただいています。今後も、未来を担う宝である子どもたちの安全・安心

を第一に考え、学校も一丸となり最善の方法を考えて対応していきたいと思っています。学習や生活の様子につ

いての情報は、ホームページやたよりなどでお知らせをしていきますので、ご理解・ご協力のほどよろしくお願

いいたします。 

 今回も、今年度の学校経営の目標や重点事項（一部）などをお知らせします。 

 

【教育理念～こんな学校に～】 

 

  

 

 

○学校教育目標 

『自ら考えともに学び、心豊かに たくましく生きる外小っ子の育成』 
 
○重点目標 

『安心・安全・安定の学校』 
 

教職員のキーワードは 

『見取る』『信じる』『任せる』『認める』 

（１）確かな学力の育成と授業力向上 
 
（２）自己有用感の育成といじめ・不登校・問題行動の未然防止・早期対応 

    
（３）児童の体力の向上と健康・安全教育の推進 

  
（４）家庭・地域との連携 

 
（５）教職員の働き方改革と人材育成 

     

 

先日の新聞の相談コーナーに、人を動かすにはやり方があるという題名で、山本五十六さんの言葉が載ってい

ました。最初の言葉は知っていたのですが、続きがあったので紹介します。今年度の本校の教育理念及びキーワ

ードに通じるものがあります。 

「やってみせ 言って聞かせて させてみて ほめてやらねば 人は動かじ 

話し合い 耳を傾け 承認し 任せてやらねば 人は育たず 

やっている 姿を感謝で見守って 信頼せねば 人は実らず」 

子どもたちを「見取り」「信じ」，やってみたいと思う場面を設定して「任せ」，その努

力を「認める」ということを教師が自主的・協働的に実践することで，子どもたちの自己

指導能力を高め，安心・安全・安定の学校にする。 

 

 


